
平成２９年度第１０回県政参画電子アンケート 結果概要 

 

 １ 実施概要 

  ○テーマ   「子育て支援計画」等に関するアンケート 

            ・鳥取県子ども・子育て支援事業支援計画 

            ・とっとり若者自立応援プラン 

  ○実施期間 平成３０年１月２４日 から ２月５日 ９時まで 

  ○対象    県政参画電子アンケート会員 ９７１名 

  ○回答数   ７５５名（回答率 ７７．８％） 

 

 ２ 実施目的 

県では、教育・保育や各種子育て支援事業を提供する体制の整備等の円滑な実施が図られるよう 

にするための「鳥取県子ども・子育て支援事業支援計画」、また、子ども・若者にかかる施策を効果的 

に推進するための県の取組方針を定めた「とっとり若者自立応援プラン」を策定しています。 

この度、これらを改訂するにあたり、関連する事項について皆様に御意見をお伺いするため、アンケー 

トを実施しました。 

 

【問１】あなたのこどもについての状況を教えて下さい。（複数選択可）  
１ 就学前（小学校入学前）の

子どもがいる  
  159 人 21.1% 

 

２ 小学生の子どもがいる    173 人 22.9% 
 

３ 中学生の子どもがいる    82 人 10.9% 
 

４ 高校生の年代の子どもが

いる  
  64 人 8.5% 

 

５ １８歳以上２９歳以下の子

どもがいる  
  134 人 17.7% 

 

６ ３０歳以上３９歳以下の子

どもがいる  
  106 人 14% 

 

７ その他（１～６以外の子ど

もがいる、もしくは、子どもは

いない）  

  250 人 33.1% 
 

 

 

＜＜鳥取県子ども・子育て支援事業支援計画に関連した設問＞＞ 
◆鳥取県では平成１８年度以降、４月１日現在の待機児童は発生していませんが、年度途中には待機 

児童が発生している状況です。 
 

【問２】年度途中の待機児童の解消につなげるため、保育の受け皿を確保することが求められて

いますが、あなたが次のうち最も進めていくべきだと思う選択肢をお選びください。（一つを選択） 

１ 保育施設を増やす    188 人 24.9% 
 

２ 幼稚園の認定こども園へ

の移行を進める  
  208 人 27.5% 

 

３ 企業内保育所の設置を進

める  
  159 人 21.1% 

 

４ 家庭内での保育を推奨し、

家庭への支援を拡大する  
  90 人 11.9% 

 

５ 分からない    69 人 9.1% 
 

６ その他    37 人 4.9% 
 

７ 無回答    4 人 0.5% 
  

 



【問３】あなたの「保育士・保育教諭」に対するイメージを教えて下さい。（複数選択可）  

１ 若い職員が多い    195 人 25.8% 
 

２ 女性が多い    557 人 73.8% 
 

３ 給与（手取り）が少なさそ

う  
  409 人 54.2% 

 

４ 拘束時間（労働時間）が長

そう  
  354 人 46.9% 

 

５ 職場内の人間関係が複雑

そう  
  206 人 27.3% 

 

６ 体力的にきつそう    368 人 48.7% 
 

７ 仕事内容が楽そう    30 人 4% 
 

８ （子どもの命を預かるた

め）責任が重そう  
  374 人 49.5% 

 

９ その他    19 人 2.5% 
  

 

【問４】保育士・保育教諭を増やしていくために、 

あなたが最も重要だと思うことはどれですか。（一つを選択）  
１ 労働環境改善など負担軽

減  
  194 人 25.7% 

 

２ 処遇改善（給与向上）のた

めの支援  
  287 人 38% 

 

３ 新規資格取得者のための

支援  
  36 人 4.8% 

 

４ 保育士資格を持った人

で、保育現場に就業していな

い方（潜在保育士）への再就

職促進  

  108 人 14.3% 
 

５ 正規職員への転換の支

援  
  72 人 9.5% 

 

６ 保育士等を目指す学生の

就職促進  
  45 人 6% 

 

７ 分からない    11 人 1.5% 
 

８ 無回答    2 人 0.3% 
  

 

【問６】御自身のお子さんが、これまで病児・病後児保育室を利用もしくは 

利用申し込みをしたことがありますか。（一つを選択）  

１ はい    45 人 6% 
 

２ いいえ    696 人 92.2% 
  

 

【問７】（病児・病後児保育室を利用もしくは申し込みしたことのある方）にお聞きします。） 

これまでに病児・病後児保育を利用したい時に、利用できなかった（断られた）経験は 

ありますか。(一つを選択）  

１ ある    24 人 3.2% 
 

２ ない    107 人 14.2% 
  

 



【問８】（問７で「１ ある」と答えた方にお聞きします） 

利用できなかった（断られた）とき、あなたは主にどのように対応されましたか。（一つを選択）  

１ 仕事を休んで看護した    21 人 2.8% 
 

２ 家族または親族に看病し

てもらった  
  13 人 1.7% 

 

３ 仲の良い友人等に看護し

てもらった  
 0 人 0%  

４ 公的サービス（ファミリー・

サポート・センターなど）を利

用した  
  2 人 0.3% 

 

５ その他    11 人 1.5% 
  

 

【問９】（病児・病後児保育を利用したことが「ない」）方にお聞きします。） 

利用しない最も大きい理由をお教えください。（一つを選択）  
１ 自身が仕事を休んで看病

するため  
  113 人 15% 

 

２ 家族や親族が看病するこ

とができるため  
  172 人 22.8% 

 

３ ファミリー・サポート・センタ

ーなど公的サービスを利用す

るため  
  5 人 0.7% 

 

４ 病児・病後児保育の施設

がどこにあるか分からないた

め  

  19 人 2.5% 
 

５ 病児・病後児保育という制

度があることを知らなかった

ため  
  20 人 2.6% 

 

６ 利用対象となる子どもが

いないため  
  179 人 23.7% 

 

７ これまで利用する機会が

なかったため  
  105 人 13.9% 

 

８ 分からない・覚えていない    21 人 2.8% 
 

９ その他    54 人 7.2% 
  

 

【問１０】病児・病後児保育の充実を図るために、 

あなたが最も必要だと考える取組はどれですか。（一つを選択）  
１ 利用できる施設・利用定員

の増  
  328 人 43.4% 

 

２ 利用料の引き下げ    110 人 14.6% 
 

３ 利用手続きの簡素化    85 人 11.3% 
 

４ 居住市町村以外での施設

利用の推進  
  39 人 5.2% 

 

５ 制度の周知    120 人 15.9% 
 

６ わからない    51 人 6.8% 
 

７ その他    17 人 2.3% 
 

８ 無回答    5 人 0.7% 
  

 



【問１１】仕事と子育ての両立のための支援施策について、保育所や認定こども園を 

設置すること以外に、より充実させる必要があると思う制度はどれですか。  

１ 休日・夜間保育   213 人 28.2% 
 

２ 病児・病後児保育   174 人 23% 
 

３ 放課後児童クラブ   113 人 15% 
 

４ ファミリー・サポート・セン

ター 
  63 人 8.3% 

 

５ 企業内保育所   127 人 16.8% 
 

６ 特になし   26 人 3.4% 
 

７ その他   32 人 4.2% 
 

８ 無回答   7 人 0.9% 
  

 

【問１２】保育所や認定こども園での「医療的ケア児」の受け入れについて、 

あなたはどう思いますか。（一つ選択）  
１ 「医療的ケア児」の保護

者の仕事と子育ての両立の

ためには必要だと思う 

  211 人 27.9% 
 

２ 「医療的ケア児」の保護

者の身体的・心理的負担軽

減のために必要だと思う 
  298 人 39.5% 

 

３ 通常の保育所等で集団

生活することで本人の成長

が期待できると思う 

  75 人 9.9% 
 

４ 通常の保育所等で受け

入れた場合、「医療的ケア

児」以外の子どもに迷惑が

かかると思う 

  45 人 6% 
 

５ 「医療的ケア児」は、通

常の保育所等に預けずに、

保護者等が家庭で保育する

ほうが望ましいと思う 

  43 人 5.7% 
 

６ 分からない   75 人 9.9% 
 

７ 無回答   8 人 1.1% 
  

 

【問１３】保育所等で「医療的ケア児」の受け入れ体制を進めていくため、 

行政として優先してすべきことは何だと思いますか。（一つを選択）  
１ 医療的ケアのできる保育

士等を育成するための研修

を積極的に実施する 

  249 人 33% 
 

２ 医療的ケア児に対応す

る職員の追加配置した施設

等へ支援 
  302 人 40% 

 

３ 当該施設等への訪問看

護の実施 
  78 人 10.3% 

 

４ 分からない   78 人 10.3% 
 

５ その他   26 人 3.4% 
 

６ 無回答   20 人 2.6% 
  



＜＜とっとり若者自立応援プランに関連した設問＞＞ 

 

【問１４】青少年がインターネットを使うことの「メリット」はどこにあると思いますか。 

次の中から「メリット」が大きいと思う項目を２つまでお答えください。（２つまで）  
１ 情報収集の手段として有

効である  
  565 人 74.8% 

 

２ 友人等とのコミュニケーシ

ョン・連絡手段として有効であ

る  
  214 人 28.3% 

 

３ 家族とのコミュニケーショ

ン・連絡手段として有効であ

る  

  206 人 27.3% 
 

４ 防犯のため有効である    63 人 8.3% 
 

５ 趣味・娯楽を広げられる可

能性があること  
  200 人 26.5% 

 

６ メリットはないと思う    48 人 6.4% 
  

 

【問１５】逆に青少年がインターネットを使うことの「デメリット」はどこにあると思いますか。 

次の中から「デメリット」が大きいと思う選択肢を２つまでお答えください。（２つまで）  
１ 長時間利用により生活リ

ズムの乱れや勉学への悪影

響  
  398 人 52.7% 

 

２ ＳＮＳを通じた友人等との

トラブル（いじめ等）  
  384 人 50.9% 

 

３ オンラインゲーム等への

高額課金につながる恐れ  
  62 人 8.2% 

 

４ 犯罪被害（ＳＮＳを通じた

性犯罪、詐欺、身体・生命の

危険）につながる恐れ  
  345 人 45.7% 

 

５ 個人情報が拡散されてし

まう恐れ  
  103 人 13.6% 

 

６ 青少年にはふさわしくない

動画や画像が閲覧できてしま

うこと  

  107 人 14.2% 
 

７ インターネット上だけの交

友関係ができてしまうこと  
  37 人 4.9% 

 

８ デメリットはないと思う    4 人 0.5% 
  

 

【問１６】（就学前から高校生の年代の子どもさんがおられる方へお聞きします。） 

（問１で「１～４」と回答した方） 

お子さんのインターネット利用状況について、当てはまる選択肢をいくつでも選んでください。  
１ インターネットは利用させ

ない   
  91 人 12.1% 

 

２ 利用できる時間（長さ）を

決めている  
  97 人 12.8% 

 

３ 利用できる時間帯を決め

ている  
  40 人 5.3% 

 

４ 利用できる場所を決めて

いる  
  66 人 8.7% 

 

５ 保護者と一緒に利用する

ことにしている  
  87 人 11.5% 

 



６ フィルタリングを設定して

いる  
  64 人 8.5% 

 

７ インターネットの危険性を

教えている  
  92 人 12.2% 

 

８ 特にルールはない    48 人 6.4% 
 

９ その他    14 人 1.9% 
  

 

【問１７】青少年が安全にインターネットを利用するため、あなたが有効だと考える対策を 

選択肢から２つお答えください。（２つまで）  
１ 保護者に対してペアレンタ

ルコントロールの必要性を周

知すること  

  373 人 49.4% 
 

２ 携帯電話や携帯ゲーム等

を販売する販売者が、購入者

に対してインターネットの危険

性を伝え、フィルタリング設定

を行うこと  

  269 人 35.6% 
 

３ 学校でインターネットの危

険性や正しい使い方を教え

る  
  368 人 48.7% 

 

４ ネットパトロールにより危

険な書き込み等を監視する  
  152 人 20.1% 

 

５ 利用者のモラルやマナー

によるところが大きく、対策を

講じてもあまり効果はないと

思う  

  147 人 19.5% 
 

 

 

【問１９】あなたは、若者が抱えている次の１０項目うち、特に支援が必要だと 

思う項目を３つまでお選びください。  

１ 貧困    418 人 55.4% 
 

２ ひきこもり    361 人 47.8% 
 

３ ニート    182 人 24.1% 
 

４ 不登校    323 人 42.8% 
 

５ 学校中退    64 人 8.5% 
 

６ 非行    155 人 20.5% 
 

７ 自死    222 人 29.4% 
 

８ 障がい    170 人 22.5% 
 

９ 性的マイノリティ    62 人 8.2% 
 

１０ 外国人    23 人 3% 
  

 

  



 

【問２０】あなたの身近に、次の項目について悩んでいる子ども・若者の方がおられますか。 

おられる場合、当てはまる項目をお選びください。  

１ 貧困    87 人 11.5% 
 

２ ひきこもり    121 人 16% 
 

３ ニート    93 人 12.3% 
 

４ 不登校    132 人 17.5% 
 

５ 学校中退    40 人 5.3% 
 

６ 非行    26 人 3.4% 
 

７ 自死    16 人 2.1% 
 

８ 障がい    85 人 11.3% 
 

９ 性的マイノリティ    15 人 2% 
 

１０ 外国人    9 人 1.2% 
  

 

○回答者属性 

 

○性別  

１ 男性    323 人 42.8% 
 

２ 女性    432 人 57.2% 
  

 

○年齢  

１ １０歳代    15 人 2% 
 

２ ２０歳代    66 人 8.7% 
 

３ ３０歳代    153 人 20.3% 
 

４ ４０歳代    225 人 29.8% 
 

５ ５０歳代    149 人 19.7% 
 

６ ６０歳代    98 人 13% 
 

７ ７０歳代以上    49 人 6.5% 
  

 

○市町村  

１ 鳥取市    337 人 44.6% 
 

２ 米子市    194 人 25.7% 
 

３ 倉吉市    49 人 6.5% 
 

４ 境港市    33 人 4.4% 
 

５ 岩美町    6 人 0.8% 
 

６ 若桜町    2 人 0.3% 
 

７ 智頭町    2 人 0.3% 
 

８ 八頭町    16 人 2.1% 
 



９ 三朝町    5 人 0.7% 
 

１０ 湯梨浜町    25 人 3.3% 
 

１１ 琴浦町    17 人 2.3% 
 

１２ 北栄町    13 人 1.7% 
 

１３ 日吉津村    4 人 0.5% 
 

１４ 大山町    16 人 2.1% 
 

１５ 南部町    10 人 1.3% 
 

１６ 伯耆町    9 人 1.2% 
 

１７ 日南町    6 人 0.8% 
 

１８ 日野町    2 人 0.3% 
 

１９ 江府町    3 人 0.4% 
 

２０ 県外    6 人 0.8% 
  

 

○地区別  

１ 東部地区   363 人 48.1% 
 

２ 中部地区   109 人 14.4% 
 

３ 西部地区   277 人 36.7% 
 

４ 県外   6 人 0.8% 
  

 


